
（財）古代オリエント博物館・研究部・研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

７２６０１

若手研究

2022～2019

土器生産と流通にみる青銅器時代バルカン半島の社会変容と西アジアとの交流関係

Social Change of Ceramic Production and Distribution in Bronze Age Balkans and 
Interaction with West Asia

１０７７２１０５研究者番号：

千本　真生（Semmoto, Masao）

研究期間：

１９Ｋ１３３９９

年 月 日現在  ５   ５ １４

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：本計画はバルカン半島における青銅器時代の在地社会の特徴をよりよく理解するため
に、トラキア地方を中心に高精度編年を構築することと土器生産技術を明らかにすることに焦点を当てた。その
結果、本研究で前期青銅器時代から中期青銅器時代にかけて連続する放射性炭素年代データを得た。このデータ
に基づいて、前期青銅器時代終末（前2200-2000年）と中期青銅器時代に年代づけられる土器の型式学的特徴を
明らかにした。さらに、ブルガリア・トラキア地方では、前2200-2000年にテル型集落が衰退し、平地型集落が
優勢になることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：To better understand the characteristics of Bronze Age local societies in 
the Balkans, this project focused on the building of a high-precision chronology and the 
characterizing of pottery production techniques, particularly in the Thrace region. As a result, 
this study obtained a series of radiocarbon dates from the Early Bronze Age and Middle Bronze Age. 
Based on this data, the typological characteristics of the pottery dated to the transitional stage 
(2200-2000 BCE) from the Early Bronze Age to the Middle Bronze Age and the Middle Bronze Age were 
revealed. Furthermore, it became clear that in the Bulgarian Thrace, the tell settlements declined 
during 2200-2000 BCE, thereafter the flat settlements became predominant.

研究分野：考古学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
西アジアからヨーロッパにかけて「古代都市」が拡散していく過程を解明するために必須となる前期・中期青銅
器時代の高精度編年の確立にむけて、ブルガリア・トラキア地方を中心に最新のデータを提供し、それに基づく
地域的な時間軸を提示することができたことが、これまでの西ユーラシア青銅器時代研究における重要な成果と
いえる。さらに、トラキア地方の青銅器時代社会が変容していった背景の一つに気候変動の可能性を提示するこ
とができた点は、人類史を俯瞰的に捉えるうえで有意義であると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
メソポタミアに起源をもつ古代都市が、西アジアからヨーロッパへ拡散していくプロセスは

十分に詳らかにされていない。近年、両大陸において理化学的年代のデータが蓄積されてきたこ

とにより、都市の拡散が両大陸の境界に位置するバルカン半島で二千年ほど停滞していたこと

がわかってきた。したがって、その要因の解明に迫ることは、都市文明の本質を理解するうえで

重要な研究課題になると考えた。しかし、バルカン半島では拡散が停滞した時期に該当する前・

中期青銅器時代の研究が遅れており、在地社会の実像を十分に把握するには不明な点が多く残

されていた。 

とくに半島南東部を占めるトラキア地方では、中期青銅器時代の地域文化を理解するために

必要な時間軸が明らかになっていなかったため、前・後期青銅器時代に比べて文化の実態に関す

る理解が全般的に遅れていた。当該期に確実に年代づけられている資料の数が限られていただ

けではなく、年代付けのための比較資料にメソポタミアやシリアといった遠方の西アジア系資

料が偏重されていたことも、正確な編年的枠組みの構築を難しくする主な要因になっていた。つ

まり、一つの地域でより精度の高い編年体系を構築するために、遠方の外来系資料のみに依存す

るのではなく、トラキア地方の在地資料にもとづいて時間的な配列を丹念に検討することが喫

緊の課題となっていた。 

この課題をめぐる状況は大幅に改善しつつあった。東欧諸国の EU加盟に伴って緊急調査の数

が著しく増加したことで、中期青銅器時代の考古資料も増えてきていた。さらに、加速器質量分

析（AMS）法による放射性炭素年代測定の技術が普及したことで、考古学従来の分析手法によっ

てこれまで前期ないし後期青銅器時代に比定されていた考古資料のなかに、中期青銅器時代に

属する資料があることも分かってきた。つまり、中期青銅器時代の遺跡がトラキア地方に存在し

ていなかった訳ではなく、精確な年代付けを可能にする指標の検証が不十分であったために、本

来、中期青銅器時代に属する遺跡の存在が見落とされてきたと考えられるようになった。 

 
２．研究の目的 
 バルカン半島を含むヨーロッパにおける「都市化」とその過程の実態を明らかにするために、

青銅器時代の考古学的な評価は重視されてきた。とくに半島南東部に位置するトラキア地方は

まさに西アジア古代都市社会との境界域を占めているため、こうした課題に取り組むには打っ

てつけであると言える。そこで本研究では、西アジアに隣接するトラキア地方における前期青銅

器時代（前 3200〜2000年）と中期青銅器時代（前 2000〜1600/1500年）を対象に、①遺跡か

ら出土する土器と動植物資料を用いて高精度の編年体系を構築する。そして、②トラキア地方に

おける土器生産の実態を検討したうえで、③青銅器時代社会の特質とその変容過程を明らかに

することを目的とした。  
 
３．研究の方法 
本研究では、バルカン半島における前期・中期青銅器時代社会の特質と「都市化」過程の実態

の解明に迫るために、トラキア地方（ブルガリア南部・西部、ギリシア北東部、トルコ北西部）

に所在する遺跡の出土資料を対象に、上記の目的に対応する形で 3 つのアプローチ方法を採用

した。一つ目はトラキア地方の地域編年を、考古学従来の土器型式学および層位学的手法を用い

た相対年代と、AMSを用いた理化学的な手法による絶対年代を組み合わせて検討した。二つ目

は筑波大学の黒澤正紀准教授の協力を得て、土器胎土の岩石鉱物学的特徴と化学的特徴に関す



るデータを偏光顕微鏡、エネルギー分散型 X線分析装置付走査型電子顕微鏡（SEM-EDS）、粉

末 X線回折装置（XRD）などを用いて収集することで、土器の製作技術と産地について検討し

た。三つ目は、前期・中期青銅器時代編年に基づいて遺跡分布と土器型式の変遷を明らかにし、

トラキア地方の青銅器時代社会のあり方について検討した。 
 
４．研究成果 

（１）トラキア地方の前期・中期青銅器時代編年 

ブルガリアに分布する前期・中期青銅器時代の遺跡から、筆者が得た資料の年代値とすでに公

表されている年代値のデータを収集し、OxCal ver.4.4を用いて補正して年代モデルを作成した。

モデル作成に用いたデータ数は計 41遺跡 295点である。全体の約 8割を占める上トラキア平野

のデータ（247点）と各遺跡から出土した土器の型式学的特徴を検討した結果、同平野では前期

青銅器時代から中期青銅器時代まで連続する 5 つの段階に区分することができた。各段階とそ

の年代は、前期青銅器時代第 1段階が前 3300/3200〜2900年、第 2段階が前 2900〜2500年、

第 3 段階が 2500〜2200 年、前期青銅器時代から中期青銅器時代の移行段階が前 2200〜2000

年、中期青銅器時代が前 2000〜1600年となった。 

本研究で明らかになった重要な成果の一つは、ガラボヴォ遺跡資料の年代観を改めることが

できたことである。テル型集落であるガラボヴォ遺跡の青銅器時代層上部（IV〜I層）の資料は、

中央・東アナトリアで見つかった土器の類例に基づいて中期青銅器時代に位置付けられ、理化学

的年代は十分に測定されていなかったものの、上トラキア平野（ブルガリア南部）の標準遺跡と

してみなされていた。しかし、本研究で新たに測定した放射性炭素年代値と、近年公表された北

西トルコのテル型集落カンルゲチット遺跡の資料を検討したところ、ガラボヴォ遺跡の資料は

中期青銅器時代ではなく、前期青銅器時代第 3段階に年代づけられることが明らかになった。 

もう一つの注目に値する成果は、前 2200〜2000 年と前 2 千年紀前半に年代づけられる資料

の型式学的特徴を、オルロヴォ・ベレネ遺跡とビコヴォ遺跡で把握することができたことである。

オルロヴォ・ベレネ遺跡の土器群には、前期青銅器時代から見られる注口付き鉢や、中期・後期

青銅器時代に特徴的な把手とカップが認められた。一方、前期青銅器時代に典型的な孔列文土器

や縄目文土器は出土していなかったことが明らかになった。ビコヴォ遺跡では、オルロヴォ・ベ

レネ遺跡と類似した特徴をもつ資料が数多く認められたが、前期青銅器時代に製作されていな

かった高台の存在を新たに見出すことができた。 

 

（２）前期・中期青銅器時代における土器作り 

前期青銅器時代第 2 段階に比定されているスヴィレングラト・ブランティーテ遺跡は上トラ

キア平野南東部に位置する平地型集落である。ここから 30点の土器片を抽出した。23点は在地

系土器、7点は縄目文の施文された北方外来系の土器である。粘土部分と粘土に含まれる粗粒の

岩石鉱物から構成される土器胎土を分析したところ、在地系土器と外来系の縄目文土器の胎土

には、遺跡近くに位置するサカル・ストランジャ山地から産出した変成岩と花崗岩に由来する岩

石鉱物が含まれていたこと、同じ化学成分からなる粘土が用いられていたこと、700〜800℃の

温度で焼成されていたことが明らかになった。このことから、在地系土器と縄目文土器はいずれ

も同じ素材と焼成技術によって製作されており、外来系の装飾をもつ縄目文土器も在地で作ら

れたと考えた。 

上トラキア平野では数少ない中期青銅器時代の聖域遺跡とみなされているビコヴォ遺跡から、

25 点の土器を選定した。その胎土を分析した結果、ビコヴォ遺跡の土器は遺跡の近くで採取可



能な粘土で作られていた可能性が高いことが判明した。また、土器の焼成技術は前期青銅器時代

の土器作りに比べて粗悪であることも明らかになった。 

 

（３）前期・中期青銅器時代社会の特質と変容過程 

本研究で上トラキア平野を中心に前期・中期青銅器時代の編年的枠組みを構築したことで、上

トラキア平野における青銅器時代社会について新しい所見が得られた。一つはテル型集落社会

が前期青銅器時代終末に衰退したことである。これまではガラボヴォ遺跡が中期青銅器時代に

年代づけられていたと考えられていたが、前 2200年ごろに居住が終わっていたことが明らかに

なった。さらに、前 2200年から前 1600/1500年にかけて年代づけられている集落遺跡はテル型

ではなく平地型のみ分布していたことも分かった。つまり、前 2200〜2000年はテル型集落社会

から平地型集落社会へ移行していく一つの画期となったと言える。 

時期はやや異なるが、墓制にも青銅器時代の社会が変容した証拠が認められた。上トラキア平

野とブルガリア北東部に分布するヤムナヤ文化のクルガン墓は前期青銅器時代第 1 段階と第 2

段階にかけて構築され、第 3段階になると急速に衰退した。クルガン墓と入れ替わるように、前

期青銅器時代第 3 段階から中期青銅器時代にかけて、上トラキア平野で金製品をはじめとする

奢侈品を伴う個人用の墳墓やそれに伴う儀礼遺構が構築されるようになった。また、ビコヴォ遺

跡に代表される、いわゆる「聖域」遺跡もこの時期に出現していることが認めることができた。 

集落形態や土器製作に関しては、前期青銅器時代から中期青銅器時代にかけてトラキア地方

の地域社会が進展したことを示す積極的な証拠は認められなかった。テル型集落が衰退した前

2200〜2000年の期間は、いわゆる 4.2kaイベントが起きた時期に相当するため、テル型集落が

利用されなくなった原因の一つに挙げられるかもしれない。一方、埋葬址や儀礼に関連する遺跡

では、4.2kaイベント前後の時期に富の集中など社会的な変化を暗示する資料が認められた。集

落遺跡と墓制および儀礼に関連する遺跡に認められた変化のタイミングの違いについては、気

候変動との関わりを含めて、本研究では十分に検討することはできなかった。トラキアにおける

青銅器時代社会のあり方を解明するためには、前 3 千年紀後葉の前期青銅器時代終末と前 2 千

年紀前半の中期青銅器時代の間に年代づけられる資料をさらに収集、検討し、その特徴を丹念に

明らかにする必要がある。また、気候変動イベントとトラキア地方における文化変容の関係性に

ついて検討していくことも今後の重要な課題となる。 
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